
(1)第7 号 私根鶏 すラと

北相模終守妻社

平成21年 7 月1 日

第 7 号 [平成21年7月1 日菊 子]

発行 亀ヶ池八幡言社務所
〒229‐1123 打1奈川県オH模原市上満1678
T E L  042‐75 1 1138 F A X  042 757 38 11

U R L http://w w w  kam egaike jp
E‐m all:infflla kam egalke jp

「
卜
・
一外

〕締

亀ヶ池八幡宮

●
奉

夫
三
陛
下
御
呼
住
二
十
年

夫
三
三
た
向
陛
下
御
結
婚
満
二
十
年

゛
ち
ど
う

今
年
二
月
突
如
と
し
て
メ
キ
シ
ョ
か
ら
発

生
し
た
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
つ
新
型
ウ
ィ

ル
ス
は
降
く
問
に
世
界
に
拡
が
っ
た
。
日
本
で

は
対
岸
の
火
事
と
噺
い
て
い
る
か
の
加
し
で

あ
っ
た
が
、

五
月
に
入
り
、

渡
航
歴
の
無
い
神

戸
市
の
向
技
生
が
こ
の
新
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

認
定
さ
れ
る
や
草
延
の
兆
候
が
現
れ
、

大
阪

府
や
兵
圧
県
下
の
中
高
校
が

一
斉
に
学
校
閉

鎖
を
し
て
、

そ
の
対
策
に
乗
り
出
し
た
。
日

本
は
万
合
な
る
水
際
作
戦
を
展
開
し
絶
対

に
感
染
し
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
。

経
済
も
然
り
、

昨
年
秋
、

米
国
に
勃
発
し

た
百
年
に

一
度
の
大
不
況
も
日
本
は
無
関
係

だ
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

今
年
に
入
り
世
界

で
一
番
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
の
報
道
だ
。

現
実
を
世
く
兄
る
悪
い
い
が
何
時
の
時
か
ら

か
日
本
人
に
身
に
付
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、

日
本
人
は
古
米
よ
り
す
ば
ら

し
い
知
恵
を
授
か
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
芽
の
輸

く
ぐ
り
神
事
で
あ
る
。

甘
、

孫
民
鳩
来
と
い

う
貧
し
い
方
が
お
り
、

索
養
鳴
尊
が
宿
を
求

め
ら
れ
た
時
、

そ
ま
つ
な
食
べ
物
だ
っ
た
が
、

心
底
か
ら
真
心
込
め
て
さ
し
上
げ
宿
も
与

え
ら
れ
た
。

す
る
と
索
受
鳴
専
は
、

お
返
し

に
、

十矛
が
や
で
作
っ
た
輸
を
腰
に
下
げ
れ
ば
、

万
病
か
ら
逃
れ
る
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
、

そ

れ
を
守
っ
た
蘇
民
将
来
は
無
病
息
災
、

渡
病

（イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
牛
）
に
か
か
ら
な
か
っ
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、

毎
年
行
わ

れ
る
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事

↑
（
月
■
十
日
）

に
、

九
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
参
列
し
て
み
て

は
如
何
だ
ろ
う
か
。

ヽ 遊
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材 富神私 宮 弓根 岸 ,新
(亀ケた 人 幡 宮 輛 負 )

神 雅 身 分 二 級 に昇 発

根
岸
浩
行
官

司
に
は
、
≡」の
度

神
職
身
分

コ
一

級
」
に
昇
進
さ
れ
、　

一月
四
日

神
奈
川
県
神
社
庁
に
て
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

根
岸
官
司
は
平
成
五
年
に
亀

ヶ
池
人
幡
宮
の
禰
宜
と
し
て
奉

職
、

そ
の
後
平
成
七
年
村
富
神

社
宮
司
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
に
は
神
道
青
年

全
国
協
議
会
指
名
理
事
、

平
成

十
九
年
よ
り
二
ヶ
年
に
三
り
神

昨
年
来
の
不
況
の
暗
雲
を
吹
き
払
う
か
の

よ
う
に
、

平
成
二
十

一
己
丑
年
の
正
月
は
清
々

し
い
青
天
に
恵
ま
れ
た
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
市
内
外
か
ら
亀
ヶ
池
八
幡
大
和
の

御
神
徳
を
授
か
ろ
う
と
参
拝
者
が
請
で
、

家
内

安
全
・厄
難
消
除
・

商
売
繁
盛

上
父
通

安
全
等
様
々
な
願

い
を
託
し
、ま

た
授

与
所
で
は
絵
馬
や

破
魔
矢
、

御
守
を

受
け
る
善
男
幸
女

で
御
社
頭
は
大
変

な
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。

奈
川
県
和
道
青
年
会
会
長
な
ど
の
役
職
を
歴

任
し
、

こ
の
数
々
の
功
績
を
称
え
ら
れ
た
も
の

で
「若
手
神
職
と
し
て
」
今
後
の
斯
界
の
発
展
に

さ
ら
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

神
社
参
拝
研
修
旅
行

去
る
二
月
二
十
五
日
、

神
社
を
参
拝
す
る
総

代
世
話
人
研
修
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

亀
ヶ
池
人
幡
宮
の
護
持
の
一
助
と
な
る
よ
う
毎

年
実
施
し
て
い
る
恒
例
行
事
で
、

総
代
世
話
人

神
職
併
せ
て

一十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
年
は
許
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
に
鎮
座
す

る
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
に
参
汗
い
た
し
ま

す

盗
じ
節
分
容
希
行

立
春
前
日
の

一月
二
日
、

当
八
幡
宮
で
は

恒
例
の
節
分
祭
が
斎
行
さ
れ
、

境
内
は
大
勢

の
老
若
男
女
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

本
殿
に
て
祝
詞
奏
上
の
後
、

神
職
が
大
大

鼓

・小
太
鼓
を
力
強
く
打
ち
鳴
ら
す
中
、

年

男
年
女
を
は
じ
め
厄
年
の
老
若
男
女
等
は

追
離
板
を
敲
い
て
殿
内
を
逃
げ
ま
わ
る
赤

鬼
青
鬼
を
退
散
さ
せ
、

日
に
は
見
え
な
い
邪

気
を
打
ち
祓
い
ま
し
た
。

神
事
に
引
き
続
き
、

神
楽
殿
に
て
年
男

年
女
等
の

「福
は
内
、

鬼
は
外
」
の
掛
け
声

と
共
に
、

福
豆
撒
が
行
わ
れ
、

集
ま
っ
た
人
々

は
福
を
授
か
ろ
う
と
歓
声
を
上
げ
大
娠
わ
い

の
う
ち
に
福
豆
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

尚
、

数
多
く
の
福
物
を
ご
協
賛
賜
り
ま
し

し
た
。

秋
葉
神
社
は
上
社
下
社
が
あ
り
、

上
社

は
ご
神
体
で
あ
る
秋
葉
山
の
頂
に
、

下
社
は
麓

に
鎮
座
し
て
お
り
、

今
回
は
バ
ス
で
上
社
に
向

い
、

河
村
基
夫
宮
司
様
に
は
宝
物
館
に
て
ご
神

宝
な
ど
の
解
説
を
頂
い
た
後
、

正
式
参
拝
い
た

し
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
浜
松
市

鎮
座
の
井
伊
谷
宮
、

遠
江
国
の
一
官

・
小

団
神
社
な
ど
を
参
拝

し
、

お
の
お
の
教
養

を
高
め
無
事
帰
着
し

ま
し
た
。

た
氏
子
崇
敬

者
の
皆
様
に

は
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、

益
々
の
弥
栄

と
御
健
勝
を

御
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

[焔割専用南駐車場完成
年々参拝者が増加するなかで駐車場不足

が最大の懸朱でありましたが、昨年12月末に

鳥居前方30 メ 十~ ~ 十~

―トルの所に当

人幡官南駐車

場が完成し初

話の方々の利

便性が一層向

上しました。

清水  亨  小林  亮

上島茂三郎  吉川 佳一

大野 覚次  鈴木 武雄

福田 慶一  根岸 信行

」A 相模原市上溝支店

八千代銀行 L満支店

静岡中央銀行番日支店

束日本銀行光が丘支店

みずほ証券町田支店

相模村上組

亀ヶ池人幡宮職員一同

(敬称略 順不同)
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未務神社めぐり1迎三
亀ヶ池八幡宮では、例祭・七五二等の年間祭典を執り行つている

業務神社 (根岸信行宮司)が相模原市内22神社あ'サます。

社報 (亀ヶ池)第6号より順次ご紹介しています。

=
、下 濃レ【提監ま (相模原市下溝1479-1鎮座)

下溝八幡官の氏子地域である下溝堀 ■

之内は平安末期からの武士の屋敦跡で、|

中世末期には北条氏照の娘山中貞心尼

が住んでいました。武士が屋敦を造った時、

堀之内の表鬼門除けとして、天文年間

(1534年)に亀ヶ池入幡宮から勧請し倉u

建されました。祭神は誉田別尊 (第15代

応神天皇)で、当地の鎮守の神として地

域住民の崇敬を集め御神徳いよいよ高く、

鎮座4rDO有余年の永い歳月を経て今日に至りました。

明治2 年に社殿力舟駐失し、明治奄年9月に現社殿が当時の方々

の大変なご努力により再建されて97年になります。境内には市の

文化財に指定されている不動車が創祀されており住民からの信lr「

天
皇
陛
下
が

御
位
に
御
即
位

遊
ば
さ
れ
て
よ

り
平
成
の
御
代

は
二
十
年
の
歳

月
を
重
ね
ま
し

た
。

そ
こ
で
、

当

八
幡
宮
で
は
、

こ
の
奉
祝
記
念

事
業
と
し
て
昨
年
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

儀
式
殿
新
築
工
事
が
今
年
四
月
み
ご
と
に
竣

功
い
た
し
ま
し
た
。
こヽの
儀
式
殿
は
結
婚
式
場

を
備
え
、

ま
た
七
五
三
や
正
月
ご
祈
祷
者
の
待

合
室
な
ら
び
に
神
職
の
祭
式
研
修
等
を
行
え

る
多
目
的
施
設
と
な

っ
て
お
り
、

今
後
の
活

用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

」ヽの
儀
式
殿

を
囲
む
よ
う
に
庭
が

造
成
さ
れ
、

）ヽ
」に
本

祝
記
念
樹
と
し
て
槙

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

）

夫
三
陛
下
御
印
仁
二
十
年
記
念
事
業

）

去
る
四
月
二
日
、

桜
花

爛
漫
の
好
天
の
下
、

相
模

総
合
補
給
廠
に
施
設
を
構

え
て
い
る
在
日
米
陸
軍
が
、

戦
闘
指
揮
訓
練
セ
ン
タ
ー

の
工
事
の
無
事
を
祈
願
し

て
、

米
軍
や
防
衛
省
、

市
の

関
係
者
ら
が
出
席
の
も
と
、

亀
ヶ
池
八
幡
宮
根
岸
浩
行

禰
宜
等
が
奉
仕
し
、

地
鎮

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

日
本

の
国
防
上
、

大
変
意
義
あ
る
施
設
で
、

陸
上
自

衛
隊
と
の
共
同
使
用
も
視
野
に
入
れ
た
訓
練

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、

来
年
十
月
の
完
成
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

れネ

伝
式
殿
竣
功
並
び
に
記
念
植
樹
希
行

が篤いです。近年境内の整備に

ともない平成19年に峨旗年、平成

20年に参道脇の灯籠が氏子の皆

様により奉納され、氏子崇敬者の

参拝が多くなり、神社役員も人幡

宮の伝統を守り、護持に努めてお

ります。(片野教孔総代長寄稿)

四 、狩 明 人 狩 宮 (相模原市橋本6-39-25鎮座)

橋本五叉路を過ぎ、国道

16号を入王子方向に向かい

JR 横浜線渡線橋の頂点に

来ると右側に鬱蒼と繁る森が

天照皇大神を祭神とする神

明大神宮の境内です。

天保12年4月(1841)の橋本の大火により、本殿は焼失しました

が、わず力対こ残る記録等によれば永禄12年 (1569)の創建と伝え

られています。大正12年9月の関東大震災で被害を受け2年の歳

月を掛けて神殿、拝殿、及び神楽殿の1笏復をしています。

明治6年に村社となりましたが、昭和26年4月に公布された宗教

法人法により昭和28年9月宗教法人神明大神宮と成ったのであり

ます。尚、神明大神宮と云う尊い社名はいつ与えられたのかは詳

らかではありません。

境内は、現在2518坪の広さを持ち140米の参道がありますがそ

の両側は村齢5、600年をこえる巨木が繁り、お伊勢の社と称し氏

子から崇敬されていました。しかしながら、伊勢湾台風によって根

こそぎ消滅してき日の面影もなく、最近はお伊勢の社を知る人も少

ないようですが、橋本の鎮守の社と

して崇敬され、数多くの氏子崇敬

者が参拝に訪れます。

例祭は神輿、山車及び大太鼓の

町内渡御が行われ、氏子が居住す

る十自治会を巡行します。

(時田茂光総代長寄稿)

在日陸軍相標総合補給廠
戦聞指揮訓練センター

地鎮祭斎行

"
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昔
か
ら
「健
康
は
何
に
も
勝
る
ま
で
あ
る
」
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、△

フ号
よ
り
「健
康
お
宝
船
」

の
紙
画
を
設
け
て
、氏

子
崇
敬
者
皆
様
に
健
康
保
持
の

記
事
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

先
づ
、相

模
原
市
歯
科
医
師
会
特
命
理
事
の
横
山
尚

人
氏
よ
り
寄
稿
頂
き
ま
し
た
の
で
、掲

餓
い
た
し
ま
す
。

活
き
る
力
を
育
む
歯
の
健
康

こ
と
が
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

人
と
生

ま
れ
て
、健

康
で
あ
る
こ
と
、長

寿
で
あ
る
こ
と

は
万
人
の
願
い
で
す
。

「齢
」
と
で
つ
字
に
表
さ

れ
る
よ
う
に
歯
は
寿
命
に
大
き
く
関
連
し
て
い

ま
す
。

「噛
ん
で
食
べ
る
」
と
い
２
」と
は
単
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
だ
け
で
な
く
、

人
体

の
持
つ
い
ろ
い
ろ
な
機
能
の
運
動
性
と
平
衡
性

を
生
み
出
し
、

調
和
し
て
全
身
を
活
か
し
て
い

る
の
で
す
′。

新
石
二
垣
御
奉
安
若
御
札
報
告

並
び
に
ご
協
賛
の
お
願
い
園
口
回

新
石
玉
垣
御
奉
賛
賜
り
ま
し
た
氏
子
崇
敬
者

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、

下
記
に
ご
芳
名
を
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

御
奉
賛
者
皆
様
の
ご
多
幸

ご
隆
盛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き

氏
子
崇
敬
者
皆
様
の
赤
誠
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

申
ヽ

平 社
●
ロ
ー
●

一旦 知 設

よ
く
噛
む
と
、

唾
滋

が
よ
く
分
泌
さ
れ
、

消

化
を
助
け
ま
す
し
、

胃

の
セ
ン
サ
ー
が
満
腹
サ

イ
ン
を
出
す
の
で
食
ベ

過
ぎ
る
と
い
つ
こ
と
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

つ
ま
り
肥
満
防
止
に
な
リ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ぐ

一
手
に
も
な
り
ま
す
。

歯
は
妊
娠
六
週
日
頃
か
ら
で
き
始
め
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
時
に
は
も
う
、

歯
茎
の

中
に
ほ
と
ん
ど
準
備
を
終
え
た
乳
歯
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
し
、永

久
歯
も
早
い
も
の
は
、妊

娠
五

ヶ
月
頃
か
ら
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

健
康
な

心
と
身
体
の
基
礎
と
な
る
「歯
」
、

一
生
使
い
続

け
た
い
「歯
」
を
も
っ
と
重
要
視
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

的
確
な
岐
み
合
わ
せ
か
ど

う
か
専
門
医
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
自
分
の
歯
に
し
て
も
、さ
し
歯
に
し

て
も
、

入
れ
歯
に
し
て
も
、

「よ
く
唆
め
る
」
状

態
を
保
ち
、

健
康
な
「活
き
る
生
命
」
を
全
う

し
た
い
も
の
で
す
。

（医
）誠
真
会

横
山
デ
ン
タ
ル
・ク
リ
一ラ
ク

相
模
原
市
弥
栄
一一十
九
―
十

一

４

花

手

袋

治

宝

静

巌

火

中

石
灯
篭
は
古
代
に
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
も

の
で
、本

来
寺
院
の
堂
前
に
立
て
ら
れ
、御

本
尊
に

献
灯
す
る
も
の
で
し
た
が
、

平
安
時
代
以
降
、神

仏
習
合
に
よ
り
、神

社
の
社
頭
に
も
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

石
灯
篭
の
形
は
時
代
の
変

遷
や
地
域
性
に
よ
る
も
の
等
、各

種
あ
り
ま
す
が

神
社
灯
籠
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
奈
良
の
春

日
大
社
の
石
灯
篭
で
、背

丈
が
高
く
笠
は
大
き
く

な
く
、先

端
の
蕨
手
は
上
に
曲
が
り
、

火
袋
は
大

角
か
四
角
で
模
様
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
灯
篭
は
単
に
照
明
の
た
め
の
も
の
で
な
く
、

神
の
御
加
護
を
よ
り

一
層
強
く
願
う
た
め
、神

前

に
灯
明
を
灯

す
こ
と
を
目

的
に
祈
願
者

か
ら
奉
献
さ

れ
た
も
の
で

す
。

た灯籠

中
村
　
之
三

関
田
　
　
茂

永
和
田
道
隆

山
田
　
好
男

秋
山
　
直
子

三
木
宣

一
郎

三
木
富
美
子

富
澤
惣
之
介

落
合
　
　
博

落
合
　
正
博

吉
川
　
　
和

脚
永
留
商
事

（上
構
）

（上
濫
）

（上
濫
）

（上
満
）

（横
山
）

（上
満
）

（■
溝
）

（大
和
市
草
柳
）

（上
溝
）

（上
溝
）

（上
溝
）

（橋
本
台
）サ

内
山
　
玉
枝

（上
満
）

佐
藤
　
　
響

（下
溝
）

吉
川
知
恵
子

（上
溝
）

陶
鳩
川
漁
苑

（上
溝
）

高
橋
　
　
晃

（陽
光
台
）

高
橋
　
勝
社

（陽
光
台
）

高
橋
　
政
博

（陽
光
台
）

志
賀
　
末
吉

（綾
瀬
市
深
谷
上
）

的
北
村
工
芸

（上
構
）

的
相
模
企
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（矢
部
）

仰
山
　
　
紀

（光
が
丘
）

来
原
　
秀
敬

（大
野
台
）

横
田
　
和
子

（町
田
市
鶴
間
）

横
山
台
保
育
園
鈴
木
春
雄

（上
溝
）

恵
良
　
義
高

（日
名
）

恵
良
ま
り
子

（日
名
）

座
間
　
　
福

（下
満
）

須
貝
　
高
雄

（当
麻
）

小
林
は
る
み

（上
溝
）

小
林
　
俊
志

（上
計
）

小
林
　
麗
紗

（上
溝
）

江
波
戸
春
夫

（上
満
）

中
里
　
政
美

（川
崎
市
宮
前
区
）

岩
浪
　
俊
夫

（町
田
市
小
川
）

）

(rk 称略 順不同)

ご
案
内

子
嵐
二
十
一年
例
夫
祭
希
行

ご
創
建
以
来
連
綿
と
絶
え
る
こ
と
な
く
斎
行

さ
れ
て
い
る
当
人
幡
宮
の
例
大
祭
は
、

左
記
の
通

り
執
り
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
拝
ご
観

覧
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
時
…
平
成
二
十

一年
九
月
十
三
日
（日
）

●
例
大
祭

（御
社
殿
）
…
午
前
十
時

●
碁
細
剣
道

（境
内
）
…
午
後

一
時

●
神
代
神
楽

（神
楽
殿
）
…
午
後
三
時

●
余
果
（神
楽
殿
）
…
午
後
六
時

●
お
嘩
子
（嘩
子
や
ぐ
ら
）
…
終
日
（適
宜
）

七
二
三
机
兄
無
事
な
長
折
願
祭

七
五
三
祝
は
、古
く

は
平
安
時
代
よ
り
公

家
の
間
で
行
わ
れ
、

江

戸
時
代
に
入
り
庶
民

に
広
ま
っ
た
も
の
で
す
。

当
八
幡
宮
で
は
、

十
月

初
旬
頃
よ
り
十

一
月

末
ま
で
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
七
五

三
析
願
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

九
月
に

貸
衣
装

美
容

着
付

写
真
の
展
示
予
約
会
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
祈
願
祭
同
様
ご
希
望
の

方
は
当
人
幡
宮
社
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
祈
祷
受
付
…
八
月
よ
り

●
祈
祷
時
期
…
十
月
よ
り
十

一
月
末

●
写
真

美
容
・衣
裳
・着
付
受
付

八
月
よ
り

子
嵐
二
十
二
年
二
月
折
願
祭
受
付

〓

年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
″
人
は
普
新
年
を

迎
え
る
と
、

希
望
や
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
、

神
社
に

初
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
八
幡
宮
で
は
、

無
料
大
駐
車
場
を
完
備
し
、

初
語
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

家
内
安
全
・厄
除
け
。商
売
繁
盛
‘交
通
安
全

等
の
ご
析
祷
予
約
を
十

一
月
よ
り
受
付
け
い
た
し

ま
す
の
で
、当

人
幡
宮
社
務
所
谷
）連
絡
下
さ
い
。

※お申し込み・お聞い合わせは当人幡宮社務所(電)042‐75 1‐1138へお願いいたします。


